
▼
今
年
８
月
７
日
、

東
京
高
裁
で
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
の
東

京
１
陣
・
２
の
原

告
と
建
材
メ
ー
カ

ー
12
社
と
和
解
が

成
立
し
ま
し
た
◆
１
陣
訴
訟

は
提
訴
以
来
17
年
、
２
陣
訴

訟
は
11
年
を
経
過
し
た
末
の

和
解
で
す
◆
既
に
原
告
の
約

９
割
が
亡
く
な
っ
て
お
り
、

遅
す
ぎ
た
解
決
で
し
た
◆
８

月
８
日
に
は
大
阪
２
陣
・
３

陣
訴
訟
で
和
解
が
成
立
◆
全

国
で
闘
わ
れ
て
い
る
裁
判
で

も
和
解
の
流
れ
が
出
て
き
て

い
ま
す
◆
し
か
し
残
さ
れ
た

課
題
も
あ
り
ま
す
◆
最
高
裁

は
、
屋
外
作
業
者
に
つ
い
て
、

建
材
メ
ー
カ
ー
の
責
任
を
否

定
し
ま
し
た
◆
こ
れ
で
は
差

別
と
分
断
が
生
じ
ま
す
◆
ま

た
、
国
の
賠
償
責
任
の
終
期

を
２
０
０
４
年
９
月
（
使
用

禁
止
期
日
）
ま
で
と
し
ま
し

た
◆
こ
れ
で
は
10
月
か
ら
石

綿
ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て

発
症
し
て
も
、
国
か
ら
損
害

賠
償
は
受
け
ら
れ
ず
、
給
付

金
も
10
月
以
降
は
救
済
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
◆
使
用
禁
止

に
し
て
も
既
存
建
物
に
は
石

綿
建
材
が
残
っ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
解
体
は
２
０
３
０
年

代
が
ピ
ー
ク
と
さ
れ
て
お
り
、

今
後
も
作
業
者
だ
け
で
な
く
、

市
民
に
も
被
害
が
多
く
発
生

し
ま
す
◆
後
陣
裁
判
で
は
こ

れ
ら
の
最
高
裁
判
決
の
是
正

も
闘
わ
れ
て
い
ま
す
◆
ま
だ

ま
だ
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
は
終

わ
っ
て
は
い
ま
せ
ん
◆
こ
れ

か
ら
も
支
援
・
注
視
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
◆

（
豊
分
会
　
富
彌
　
良
則
）

前建

ど
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
復

旧
に
は
時
間
を
要
す
る
見
込

み
で
す
。

ら
組
合
員
に
と
っ
て
意

見
を
言
っ
た
り
相
談
を

し
た
り
す
る
組
合
の
最

初
の
窓
口
が
【
群
】
だ

か
ら
で
す
」
と
の
話
を

聞
い
た
時
、
少
な
く
な

っ
た
と
は
い
え
、
10
万

人
以
上
の
組
織
で
さ
え
最
も

力
を
入
れ
る
べ
き
所
は
、
草

の
根
の
活
動
を
し
て
い
る

【
群
】
で
あ
り
、
最
も
注
目

す
べ
き
は
、
一
人
一
人
の
組

合
員
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
状
況
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま

す
が
、
組
合
員
が
組
合
に
何

を
望
ん
で
い
る
の
か
？
そ
れ

を
引
き
出
す
た
め
に
は
、
や

は
り
人
間
関
係
で
あ
り
、
対

話
が
大
切
な
ん
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　
今
日
決
意
し
て
、
明
日
す

ぐ
に
結
果
が
出
る
こ
と
で
は

な
い
で
す
が
、
５
年
後
10
年

後
の
未
来
に
向
か
っ
て
、
今

自
分
が
で
き
る
こ
と
を
や
り
、

仲
間
と
団
結
し
て
、
一
歩
一

歩
前
に
進
ん
で
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
教
育
宣
伝
部
報
告
】

　
２
０
２
５
年
10
月
、
八
丈

島
は
台
風
22
号
に
続
き
、
短

い
間
隔
で
台
風
23
号
の
直
撃

を
受
け
、
甚
大
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。

　
特
に
深
刻
な
の
は
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
へ
の
影
響
で
、
台
風

22
号
で
水
道
施
設
、
特
に
水

源
が
被
災
し
、
広
範
囲
で
断

水
が
発
生
。
続
く
23
号
で
被

害
が
拡
大
し
、
一
部
地
域
で

は
停
電
も
長
期
化
し
ま
し
た
。

　
最
接
近
時
に
は
最
大
瞬
間

風
速
50
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

猛
烈
な
風
を
観
測
し
、
家
屋

の
屋
根
が
飛
ん
だ
り
、
電
柱

が
倒
れ
た
り
と
い
っ
た
建
物

へ
の
被
害
も
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
連
の
台
風
に
よ

り
倒
木
や
土
砂
崩
れ
が
発
生

し
、
道
路
の
寸
断
や
停
電
・

断
水
の
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

　
人
的
被
害
は
確
認

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

島
内
す
べ
て
の
小
中

学
校
が
臨
時
休
校
と

な
り
、
避
難
所
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
た

住
民
も
い
ま
す
。

　
町
で
は
東
京
都
、

自
衛
隊
、
海
上
保
安

庁
な
ど
の
支
援
を
受
け
な
が

ら
、
被
災
し
た
水
道
施
設
の

復
旧
や
災
害
廃
棄
物
処
理
な

　
品
川
支
部
で
は
、
八
丈
島

分
会
所
属
の
奥
山
常
任
か
ら

の
支
援
要
請
を
受
け
、
10
月

13
日
（
祝
・
月
）
に
緊
急
の

四
役
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
議
に
は
奥
山
常
任
も
電

話
で
参
加
し
、
八
丈
島
の
被

害
状
況
や
「
風
で
屋
根
が
飛

ば
さ
れ
た
り
、
壁
が
剥
が
れ

落
ち
た
り
し
て

い
る
の
で
、
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
が

必
要
だ
が
、
ど

こ
に
も
在
庫
が

な
い
」
等
に
つ

い
て
報
告
を
受

け
、
そ
の
場
で

緊
急
支
援
物
資

を
送
る
こ
と
を

決
定
。
４
班
に

分
か
れ
て
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
等

に
向
か
い
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
各

班
で
購
入
し
た

支
援
物
資
を
支

部
会
館
で
ま
と

め
た
上
で
、
羽

　
10
月
21
日
（
火
）
午
後
７

時
よ
り
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー

ル
に
て
、
支
部
学
習
会
を
76

名
の
参
加
で
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　
今
回
は
「
人
を
活
か
す
仲

間
の
つ
な
が
り
で
組
合
を
強

く
大
き
く
し
よ
う
」
と
の
テ

ー
マ
で
東
京
土
建
本
部
・
教

育
・
学
習
担
当
専
従
待
遇
の

小
番
　
徹
（
こ
つ
が
い
　
て

つ
）
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
学
習
会
が
、
秋
の
拡

大
月
間
の
最
終
盤
の
時
期
で

も
あ
っ
た
た
め
、
拡
大
行
動

の
意
義
や
東
京
土
建
と
い
う

組
織
の
過
去
・
現
在
・
未
来

を
よ
り
深
く
掘
り
下
げ
る
と

同
時
に
、
ご
自
身
の
経
験
や

体
験
な
ど
も
踏
ま
え
て
、
話

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
10
年
前
に
は
12
万
人
以
上

い
た
仲
間
が
現
在
は
１
万
人

以
上
減
少
。
そ
の
理
由
は
制

度
的
な
問
題
や
、
担
い
手
不

足
と
い
っ
た
建
設
業
界
自
体

の
変
化
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
る
影
響
な
ど
、
様
々
な
要

因
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
と

て
も
一
言
で
は
言
い
表
せ
な

い
状
況
で
す
。

　「
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な

中
で
あ
っ
て
も
、
人
々
の
生

活
や
命
を
守
る
仕
事
を
し
て

い
る
建
設
業
従
事
者
。
そ
し

て
そ
の
建
設
業
従
事
者
を
守

る
組
合
を
、
ど
の
よ
う
に
強

く
大
き
く
発
展
さ
せ
て
い
く

の
か
？
そ
れ
は
【
群
】
を
強

く
す
る
こ
と
で
す
。
な
ぜ
な

学
習
制
度
化
委
員
長

　
　   

河
崎
　弘
樹

田
空
港
に
直
接
持
ち
込
み
、

翌
日
の
朝
一
便
で
八
丈
島
へ

送
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
津
田
書
記
長
と
新
関

書
記
も
同
便
に
搭
乗
し
、
八

丈
島
分
会
の
組
合
員
へ
物
資

を
届
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
14
日
の
朝
、
八
丈
島
へ
到

着
後
、
支
援
物
資
を
奥
山
常

任
に
分
会
事
務
所
ま
で
運
ん

で
頂
き
、
す
ぐ
に
物
資
の
仕

分
け
を
行
な
い
、
組
合
員
に

対
し
て
は
、
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
よ
る
一
斉
配
信
と

電
話
が
け
で
、
正
午
よ
り
物

資
を
配
布
す
る
事
を
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
。

　
開
始
時
間
に
な

る
と
、
情
報
を
知

っ
た
組
合
員
・
家

族
が
分
会
事
務
所

を
訪
れ
、
奥
山
常

任
よ
り
支
援
物
資

を
受
け
取
っ
て
い

き
、
窓
口
に
訪
れ

た
組
合
員
・
家
族

か
ら
は
感
謝
の
声

が
聞
か
れ
、
午
後

八
丈
島
に
お
け
る
、台
風
22
号・23
号

に
よ
る
被
害
の
概
要
に
つ
い
て

台風22号・23号が八丈島を直撃。島内で甚大な被害。

品
川
支
部
に
よ
る
緊
急
支
援
に
つ
い
て

４
時
過
ぎ
に
は
用
意
し
た
全

て
の
支
援
物
資
を
配
布
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆小番さんの話を聞き、拡大を行なう意味を学び、
仲間とのつながりの大切さを理解しました。今、
分会で来ていない人への声かけから始め、人と人
とのつながりを深めていきたいと思いました◆な

くてはならない仕事の方が、賃金が安いのはおかしい。大企業を活性化すれば、
世の中が潤うことになるのか。不思議と思いました◆組合員が主体であると再認
識しました。分会・群の役員のなすべき事が明確になった。結果はすぐに出ないが、
続ける事が大事であると思った。一人でも多くの組合員と会い、話していこうと
思う◆上から目線ではなく、皆さんと一緒の目線で分かりやすく、聞き入りまし
た◆自分たちで考え行動することが、新たな目的に向かって運動を発展させるこ
とこそ、組織強化につながると思う◆役員育成の為には、役員は大変であるとい
う概念をなくし、役員の負担を減らす事も必要だと思う◆話が面白い人で良かっ
た。今まで面倒な活動は遠巻きに見ていたけれど、もう少しやってみようと思っ
た◆土建の事だけではなく、品川区の事や国、東京都等の支援のやり方等、土建
に入っていれば、何でも教えてもらえるような勉強会をしてほしい◆

（一部抜粋）
参加者からの感想

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、

被
害
家
屋
の
修
繕
・
不
足
資

機
材
等
、
組
合
員
・
家
族
の

要
望
を
聞
き
取
り
な
が
ら
、

継
続
し
た
支
援
を
行
な
っ
て

い
き
ま
す
。

①ブルーシート【85枚】
②給水タンク【24個】
③水（2ℓ）【120本】
④カップ麺【120個】
⑤レトルト食品【50個】
⑥パックご飯【60個】　
⑦缶詰【41個】　
⑧お菓子各種　

人
を
活
か
す
仲
間
の
つ
な
が
り
で
、組
合
を
強
く
大
き
く

【
支
援
物
資
一
覧
】

仲間との「つながり」の大切さを学ぶ

小番専従常任待遇

支援物資を渡す

甚大な被害を受けた島内の様子

分会事務所に到着した支援物資

八丈島分会組合員に対し、緊急支援を実施八丈島分会組合員に対し、緊急支援を実施八丈島分会組合員に対し、緊急支援を実施八丈島分会組合員に対し、緊急支援を実施

５
年
後
・
10
年
後
の
未
来
に
向
か
っ
て
、

今
自
分
が
出
来
る
こ
と
を

５
年
後
・
10
年
後
の
未
来
に
向
か
っ
て
、

今
自
分
が
出
来
る
こ
と
を

５
年
後
・
10
年
後
の
未
来
に
向
か
っ
て
、

今
自
分
が
出
来
る
こ
と
を

５
年
後
・
10
年
後
の
未
来
に
向
か
っ
て
、

今
自
分
が
出
来
る
こ
と
を

　12月18日（木）は、南部ブロック書記局
研修会のため、支部事務所を1日閉鎖しま
すので、ご了承下さい。
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秋
の
拡
大
月
間
、
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。
全
分
会
の

拡
大
成
果
達
成
を
目
指
し
て

始
ま
っ
た
月
間
で
す
が
、
成

果
を
達
成
し
た
分
会
、
あ
が

ら
な
か
っ
た
分
会
も
、
共
に

厳
し
い
情
勢
の
中
、
ご
奮
闘

を
頂
き
、
大
変
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
今
回
の
拡
大
月
間
で
は
、

10
月
に
行
わ
れ
た
Ｂ
Ｂ
Ｑ
大

会
へ
の
呼
び
か
け
等
を
推
進

し
、
９
月
の
節
目
目
標
を
大

井
分
会
・
豊
分
会
・
二
葉
分

会
・
旗
中
分
会
が
達
成
し
、

10
月
は
、
小
山
分
会
と
旗
中

分
会
が
月
間
目
標
を
達
成
し
、

全
体
で
45
名
の
新
し
い
仲
間

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
こ
の
秋
の
拡
大
月
間
で
も

「
仲
間
と
の
つ
な
が
り
か
ら
、

一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
作
り

や
後
継
者
作
り
」
を
拡
大
行

動
と
一
緒
に
取
り
組
み
、
若

い
人
達
へ
の
訪
問
を
呼
び
か

け
、
行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
な
か
な
か
仲
間
作
り
も
後

継
者
作
り
も
、
す
ぐ
に
は
成

果
に
表
れ
に
く
い
で
す
が
、

根
気
強
く
継
続
す
る
事
が
必

要
で
す
。

　
拡
大
月
間
は
終
了
し
ま
し

た
が
、
仲
間
を
見
つ
け
る
事

や
後
継
者
を
見
つ
け
る
事
は
、

こ
れ
か
ら
も
諦
め
る
こ
と
な

く
、
行
動
し
て
下
さ
る
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
今
年
の
厳
し
い
猛
暑
も
和

ら
ぎ
、
朝
晩
は
急
激
に
気
温

が
下
が
っ
て
き
ま
し
た
。
体

に
は
気
を
付
け
て
お
過
ご
し

頂
く
と
と
も
に
、
改
め
て

『
毎
月
各
分
会
１
名
以
上
の

拡
大
』
を
、
組
合
員
・
家
族

の
皆
様
に
呼
び
か
け
、
年
末

最
後
の
最
後
ま
で
諦
め
ず
、

２
年
連
続
の
組
織
増
勢
を
果

た
す
た
め
に
も
、
拡
大
運
動

へ
の
ご
理
解
と
、
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　10月19日（日）、デックス東京ビーチ屋上にて秋のＢ
ＢＱ大会を、206名の参加で開催しました。
　前日の天気予報では、午後から雨模様との事で、ちょ
っと心配な心持ちの中、小林執行委員長の挨拶と乾杯で、
ＢＢＱ大会がスタートしました。
　まず、マジシャンとバルーンアーティストの皆さんが、
各テーブルを回ってパフォーマンスを披露してくれました
が、予報に反して雨が降り出てしまいました。
　続いて、後継者対策部による『くじ引き大会』が行われ、
当選者の名前が呼ばれる度に、歓声が上がっておりました。
　その後、炭火焼きによるＢＢＱの食材に舌鼓を打ちな
がら、お酒を頂いていると、再び、マジシャンとバルー
ンアーティストの皆さんが、各テーブルを回ってパフォー
マンスを披露してくれました。
　そして、皆さんお酒も入って良い気分になってきた頃
合いに、予想に反して降っていた雨も止み、今回の目玉
企画である、まねだ聖子さんによる、ものまねショーの
時間となりました。
　ステージ上にまねだ聖子さんが登場すると、あちこち
から「聖子ちゃーん」との掛け声が飛び交い、一緒に歌
っている姿も見られ、大きな盛り上がりをみせました。
　そしてＢＢＱ大会の締めとして、バルーンアーティスト

　ＢＢＱ大会は、あいにくの天気でしたが、
みんなでワイワイ楽しめました。
　お肉や野菜がとても美味しく、炭火の香ばしさが最高でした。
初めて話す人とも自然に打ち解けられ、色々なイベント企画など、

楽しく思い出に残る
一日になりました。
　準備をしていただ
いた方々に、とても
感謝です。楽しい一日、
ありがとうございま
した。

　「カンパーイ！」と大勢の掛け声でスタートした支部ＢＢＱ大会。
去年に引き続き、主人と娘と参加させて頂きました。
　お肉・海鮮・焼きそばなどの豪華なＢＢＱに加え、
ステージでのものまねショーや、自席にはマジシ
ャンやバルーンアーティストの方々がきてくれる

など、盛り沢山の内容でした。
　3歳の娘は、ハートにクマがついた風船
をもらい、とても気に入ったようでした。
　残念ながら、ピエロメイクは怖かったよ
うで、近づけませんでしたが…
　後継者対策部のくじ引きでは、まさかの
娘が当選しホタテを頂きました！
　短い時間でしたが、家族も含め、皆さん
の楽しそうな姿をたくさん見ることができ、
初のＢＢＱ大会は大成功だったのではと思います。
　最後になりますが、当日まで準備をしてくれた役員と書記の方々に感謝です。

　生憎の天気でしたが、会場からはレイン
ボーブリッジが見え、お台場ならではの開
放的な雰囲気を楽しめました。
　バルーン、マジックは
子どもも楽しめる内容で
とても良かったです。
　まねだ聖子さんのステ
ージはものまねも上手で、
大人も盛り上がって最高
でした。
　くじ引きでは子どもに
『季節の果物』が当たり
ました。家族で美味しく
いただきたいと思います。
　楽しい一日をありがと
うございました。

　支部ＢＢＱ大会に、子供
と三人で参加させて頂きました。
　当日は、生憎の雨でしたが、会場にはテントが常設
してあったので、あまり濡れずに済みました。
　催し物として、マジシャンやバルーンアーティスト
の方がいて、子供たちも喜んでいました。
　今回の目玉である、まねだ聖子さんのショーも大変
クオリティが高く、とても盛り上がりました。
　くじ引きでは、まさかの神戸牛のＢＢＱセットが当
たって、かなりビックリしました。めちゃくちゃ嬉しかったです。
　今回も参加させて頂き、ありがとうございました。

組
織
部
長

　
　津
田
　光
久

厚生文化部長
岡﨑　新治

品川分会
山田　和三

中延分会
赤川　拓郎

支部分会
谷中　香織

豊分会
千葉　靖子

マジシャン「KOICHI]

の方々がステージ上で、子供たちにバ
ルーンアートをプレゼントしてくれ、子
供たちの楽しそうな姿を見ることができ、あっという間
にお開きの時間となり、無事に終了することが出来ました。
　これまでのバスハイクと違う取り組みとなりましたが、
普段同じ分会でも、初めて参加された方も多かったこと
もあり、新たな組合員同士の懇親を深める良い機会にな
ったのではないかと思います。
　最後になりますが、開催目標であった200名を超える
組合員・家族の皆様に参加して頂き、深く感謝申し上げ
ます。

一気に目標を達成した「小山分会」一気に目標を達成した「小山分会」一気に目標を達成した「小山分会」

着実に成果を重ねて目標達成した「旗中分会」着実に成果を重ねて目標達成した「旗中分会」着実に成果を重ねて目標達成した「旗中分会」

ステージから
皆さんの側に

本物と見間違う
「まねだ聖子」さん登場！

パフォーマー
「Mr.Dai」

ステージに
釘付け

会場も
大盛り上がり！

マジシャン
「KOICHI」

パフォーマー
「しほちゃん」

和風手品師
「izuma」

206人！みんなで
カンパーイ！

大人気の
バルーンアート

あちこちで
笑顔

交流の輪が
広がる

後継者対策部による
「くじ引き」大会

神戸ＢＢＱセットを
ゲット！

BBQ大会
会場はこちら

仲間作り＆後継者作りを根気強く！仲間作り＆後継者作りを根気強く！初めて話す人とも自然に初めて話す人とも自然に大人も盛り上がって大人も盛り上がって

めっちゃ嬉しい！めっちゃ嬉しい！

盛り沢山の内容で盛り沢山の内容で

満員御礼！秋のBBQ大会を206人の参加で開催！満員御礼！秋のBBQ大会を206人の参加で開催！
でで
＆＆

ものまねショーものまねショー
バルーンアートバルーンアート

新たに45名の仲間を迎える

大盛り上がり！大盛り上がり！

（昭和�年�月６日
第三種郵便物認可）（毎月１日・１０日
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受
講
し
て
、
路
上
で
倒
れ
た

方
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ

と
も
あ
る
私
自
身
、
緊
急
時

に
備
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
９
月
は
防
災
訓
練
が
各
地

域
で
行
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
き
、
緊
急
事
態
に
備
え

て
お
く
こ
と
も
、
防
災
の
一

つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
数
年
ぶ
り
の
講
習

会
で
し
た
が
、
総
勢
37
名

（※

東
京
土
建
29
名
・
南
建

　
日
頃
よ
り
組
合
活
動
へ
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、９
月
21
日（
日
）、

区
立
大
原
小
学
校
を
お
借
り

し
て
、
品
川
区
内
３
建
設
労

働
組
合
で
構
成
し
、
品
川
区

と
災
害
時
協
定
を
結
ん
で
い

る
マ
チ
ケ
ン
（
町
の
建
設
救

援
隊
）
に
よ
る
マ
チ
ケ
ン
普

通
救
命
講
習
会
（※

Ａ
Ｅ
Ｄ

講
習
）
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　
私
自
身
、
最
後
に
受
講
し

た
の
が
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
以
前
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

今
回
も
申
し
込
み
ま
し
た
。

　
受
講
し
て
み
る
と
、
新
し

く
な
っ
た
今
回
の
テ
キ
ス
ト

は
分
か
り
や
す
さ
に
感
心
し

つ
つ
、
中
で
も
感
染
症
対
策

と
、
胸
骨
圧
迫
の
重
要
性
、

複
数
名
で
連
携
し
て
の
心
肺

蘇
生
の
継
続
、
久
し
ぶ
り
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
機
器
の
取
扱
い
な
ど
、

再
確
認
を
し
た
講
習
会
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
定
期
的
に

４
名
・
建
設
ユ
ニ
オ
ン
４
名
）

の
参
加
で
受
講
し
、
帰
り
に

新
し
い
救
命
技
能
認
定
証
を

頂
い
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
ご
協
力
・
ご
指

導
を
賜
り
ま
し
た
、
東
京
防

災
救
急
協
会
の
皆
様
、
地
元

の
消
防
団
の
皆
様
、
旗
の
台

消
防
署
、
会
場
を
使
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
品
川
区

立
小
原
小
学
校
、
ま
た
、
会

場
案
内
、
設
営
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
組
合
員
の

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
た
に
新
庁
舎
が
建
設
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
以
前
は
工
事
中
の
場
所
に

劇
団
四
季
が
あ
っ
た
時
は
、

経
済
効
果
で
人
が
溢
れ
る
ほ

ど
の
賑
わ
い
も
数
年
で
終
わ

り
、
今
で
は
阪
急
ホ
テ
ル
の

下
に
温
泉
・
サ
ウ
ナ
・
岩
盤

浴
が
あ
り
、
今
流
行
り
の
サ

ウ
ナ
専
門
店
が
出
来
て
い
ま

　
現
在
、
旧
国
鉄
（※

現
Ｊ

Ｒ
）
住
宅
団
地
跡
地
に
来
年

オ
ー
プ
ン
す
る
『
大
井
町
ト

ラ
ッ
ク
ス
』で
は
、ホ
テ
ル
・

映
画
館
・
ス
パ
・
サ
ウ
ナ
、

商
業
施
設
店
舗
・
ビ
ジ
ネ
ス

オ
フ
ィ
ス
・
住
居
・
公
園
、

す
が
、
何
よ
り
駅
前
に
は
昔

か
ら
安
く
て
旨
い
立
ち
飲
み

屋
や
、
居
酒
屋
が
立
ち
並
ん

で
い
る
の
が
魅
力
的
で
あ
り

ま
す
。

　
交
通
の
便
も
良
い
し
、
ホ

テ
ル
も
充
実
し
て
い
る
の
で
、

観
光
客
が
年
々
増
え
て
い
る

し
、
新
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
が

年
々
増
加
し
て
い
る
住
み
や

す
い
大
井
町
に
な
っ
て
い
く

反
面
、
商
店
街
が
ど
ん
ど
ん

減
っ
て
い
く
の
が
寂
し
く
も

あ
り
ま
す
。

　
世
の
中
が
経
済
発
展
し
て

変
わ
り
ゆ
く
大
井
町

変
わ
り
ゆ
く
大
井
町

大
井
分
会

　
　菅
原
　道
明

産
業
対
策
責
任
者

　
　小
林
　紀
久
夫

い
く
た
め
に
は
仕
方
が
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
品
川
駅
に
、
リ
ニ
ア
モ
ー

タ
ー
カ
ー
が
出
来
た
ら
、
も

っ
と
品
川
は
変
わ
っ
て
い
く

の
だ
ろ
う
か…

。

が
良
く
な
り
、
水
が
澄
ん
で

い
る
日
は
、
川
底
が
見
え
る

く
ら
い
で
す
。

　
そ
し
て
多
く
の
魚
達
も
や

っ
て
来
る
よ
う
に
な
り
、
今

一
番
多
い
の
が
、
ク
ロ
ダ
イ
。

そ
し
て
ボ
ラ
、
ス
ズ
キ
、
コ

ノ
シ
ロ
、
時
々
座
布
団
の
様

な
大
き
な
エ
イ
ま
で
見
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
川
の
周
り

に
は
、
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
も

い
ま
す
。

　
今
後
、
こ
の
目
黒
川
が
ど

の
様
に
な
る
の
か
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
私
た
ち
の
孫
や
、

そ
の
子
供
た
ち
の
世
代
に
な

っ
て
も
、
今
の
様
な
目
黒
川

で
あ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
ま
た
い
つ
か
、
子
供
た
ち

が
橋
か
ら
飛
び
込
ん
で
遊
ぶ

日
が
来
る
の
か
な
？

　
私
の
生
ま
れ
育
っ
た
町
は
、

旧
東
海
道
と
目
黒
川
の
交
わ

る
辺
り
。

　
周
囲
の
建
物
は
変
わ
り
ま

し
た
が
、
目
黒
川
は
私
が
物

心
つ
い
た
頃
と
、
ほ
と
ん
ど

変
わ
る
事
な
く
流
れ
て
い
ま

す
。

　
父
が
子
供
の
頃
は
、
川
に

架
か
る
橋
か
ら
飛
び

込
ん
で
泳
い
で
い
た

そ
う
で
す
。

　
私
が
子
供
の
頃
は

水
質
が
と
て
も
悪
く
、

悪
臭
漂
う
川
に
な
っ

て
い
て
、
と
て
も
泳

ぐ
な
ん
て
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
今
の
目
黒

川
は
、
以
前
と
は
打

っ
て
変
わ
っ
て
水
質

その 223

品
川
の
河
川

目
黒
川
の
思
い
出

目
黒
川
の
思
い
出

品
川
分
会

　小
野
塚
　龍
太
郎

洲崎橋

新品川橋

全体で37名が受講した「AED講習会」

緊
急
事
態
に
備
え
て

マチケン普通救命
講習会を開催！
マチケン普通救命
講習会を開催！

目の前で起こるかもしれない、
緊急事態に備えて
目の前で起こるかもしれない、
緊急事態に備えて
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